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小笠原諸島に人が住み始めてから，まだ200年はたっていない。しかも，最初の定住者たちは，ハワ
イから移り住んだ人々だった。それまでこの絶海の孤島に住んでいたのは，鳥たちだけだったのである。
数百万年かけ，ここには独自の原生自然態ができあがり，島々は完璧なまでに澄みきった海と共にあっ
た。
そこにハワイからの人々が住み始め，やがて明治初期に日本の領土となり，人口は急激に増えてゆく。
しかし第次世界大戦期をはさみ，小笠原の人的環境は激変する。全島民が内地に強制疎開させられ，
硫黄島の守備隊万2000人は全滅。小笠原は以後23年間米軍の占領下にあった。つまり日本の国土とな
って以後70年ほどで，この島の歴史第期が終わる。米軍時代の第期は23年間だった。日本返還後を
小笠原第期とするなら，小笠原の現代史はまだまだほんの50年，始まったばかり，といえなくはない。
この半世紀に日本人の人口は百数十名から2500人までに増えてきた。しかもその半数近くが，最近年
の移住者たちである。
小笠原第期の産業は農業と漁業だった。とくにトロピカルフルーツ中心の農業は生産力が強く，
戸当たり戦前の内地農業の10倍近くもの収入があったとされる。では第期の主産業は何か。小笠原村
ではこれを観光＝エコツーリズムに想定した。戦前の農地はほとんどジャングル化したままである。漁
業も島の生産力の％以下。しかも後継者がほとんどいない。しかし観光なら小笠原の競争力，希少性
は十分である。世界自然遺産登録も大きなブランド力になった。内地からの距離・所要時間はたいへん
である。だからこそ，観光地経営という面においてはこれを，マイナスではなくプラスに転ずることが
できる。
このような幾つかの仮説を考えながら，それでは直接，笠原を訪れる人々から，訪問前と訪問後の両
面から，小笠原に対する意見を伺ってみよう。さらに小笠原に住んでいるすべての皆さんから，小笠原
に関する現在と将来についての考えを伺ってみよう。ということで，亜大生年次のゼミ活動が始まっ
た。そのデータをまとめ，分析検討を加え，学生たちの視点から，今後の小笠原観光に対する提案を試
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みるというのが，ここに掲載する論文である。
船中では乗船客のおよそ分の，島でもやはり住民の分のほどの方々から，アンケートを回収
することができた。ほぼ10日間という限定された日数の中では，健闘に値する結果かと思う。往路と復
路では同じ個人から意見を伺えたわけでもない。ただ時期的な関連からすると，「ほぼ同じ客層」から
の意見聴取だったと言える。これらの意見やアンケートから「すべてが見えた」とは，当然のことなが
ら言えるはずもない。しかしながら，いくつかの仮説を裏付けるには，なお十分な結果を引き出すこと
ができたと考えている。
観光客にとっても住民にとっても，一番の関心事は「小笠原の自然環境」であった。とするなら，ツ
ーリズムを学ぶ学生たちの研究使命は，「いかにそれを持続可能な形で活用するか」にかかっている。
それらを要約するなら，①多面的な消費活動の削減，②環境保全と育成，③その持続的観光マネジメン
ト，といったあたりに集約されるだろうか。たとえばそれらは，いかに「小笠原にとって，いい観光
客」を呼び込むのかであったり，人ひとりの観光客の満足度をいかに高めるのか，という点であった
りする。また，小笠原の環境保全に関し，どうやって，どのように協力を求めるか，であったりする。
それらに対する，学生ならではの視点からの諸提案がここになされている。
実際の小笠原におけるフィールドワークから，すでに年半以上が経過してしまった。本来ならこれ
は半年以上前に出来上がっていなくてはならなかった。しかし残念ながら学生たちは就職活動の戦線に
巻き込まれてしまい，思わぬ苦戦と時間を費やさざるを得ず，それゆえの論文作成が今にまで遅延した，
というのが苦しい言い訳である。ともあれ準備段階を考えると，このプロジェクトは丸年に及ぶ挑戦
だった。ゼミのメンバーには途中から脱落してしまった者もいる。ともあれ，こうした年間のゼミ活
動のエッセンスをここに提示できたのは，すべてお世話になった小笠原の方々のお蔭である。担当教員
としての立場からも，深甚な感謝の意を表したい。 （小林天心）
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はじめに
地球上に東京から25時間もかけて行ける場所を
イメージしてみよう。南米，アフリカ，北極など
があげられるであろう。しかし，それ以上かけて
も行きたいと思わせる日本の島がある。それが今
回，私たちの研究場所である「小笠原諸島」であ
る。東京から南へ約1000キロ離れたところに位置
し，唯一の交通手段であるおがさわら丸でいくこ
とができる。独自の自然，生態系，文化から「東
洋のガラパゴス」と称され，強い憧れを持って語
られることが多い。
これまで大陸と繋がったことのない海洋島のた
め，島にたどり着いた生物が独自に進化を遂げ特
異な生態系を有していることが評価され，2011年
月24日，小笠原諸島は世界自然遺産に登録され
た。日本での世界自然遺産登録は，屋久島，知床，
白神山地に続く番目の登録であった。
私たちが研究の場として小笠原諸島を選んだ理
由は，いくつかある。つは，ゼミの先生が東京
都の小笠原観光のプロデューサーを務めていたと
いう縁から小笠原諸島に関する講義をしていただ
き，素直に行ってみたいという興味をもったこと。
ボニンブルーといわれる海，サブトロピカルな気
候，手つかずの大自然，島民のあたたかさをこの
目で見て感じたいと思った。もうつは，小笠原
諸島には「片道25時間半」という時間を払ってで
も，行く価値が本当にあるのか確かめることであ
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東京から小笠原諸島までの距離
出所：小笠原海運ホームページ
★は，2013年11月20日に噴火により誕生した西之島の新島。
る。そして，世界遺産というネームバリューで観
光客が倍増したことが，どのように島の暮らしに
変化を与えるのか。また，どのような問題が観光
地として浮き彫りになってくるのかを知りたい。
学生ならではの視点で小笠原というところを体験
し，将来への何らかのお役にたてることがあるの
ではないか，という想いからこの研究がスタート
した。
そこで小林ゼミナールは，年次の終わりに実
際に小笠原諸島に赴き，観光客訪問者と住民全体
へのアンケート調査を行なった。対象者は，往路，
帰路に乗船している観光客，そして父島，母島で
生活している島民である。12日間に及ぶアンケー
ト調査により，アンケート回収枚数は1304枚にも
及んだ。その中には，小笠原の多彩な魅力と愛に
満ちているものもあれば，観光客が増加すること
によって問題になっている，ゴミの増加や治安の
不安に対する意見も多数寄せられた。観光客と島
民の意識の違い，そして世界遺産というブランド
に負けない小笠原の魅力を，いかにして持続的に
世界にアピールできるのか，アンケートを通じて
現状を探った。アンケートの結果から，「住んで
よし，訪れてよし」の小笠原に向け，私たちは小
笠原諸島の将来のあるべき姿を考えつつ，この論
文に10点の提案をまとめることができた。
約年半にも及ぶゼミ活動を通じて，前例がな
い全島調査のもとに，観光客の小笠原での満足度
や島民と観光客の環境意識の違いなどをも学習し
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父島の地図 母島の地図
出所：小笠原観光協会ホームページ 出所：小笠原観光協会ホームページ
た。自分たちでまとめ上げたデータだからこそ，
今回，私たちが掲げた提案はいささか大胆と思わ
れるかもしれない。島民の方が胸を張って小笠原
を，今後ずっと世界に向けアピールし続けられる
ように。そしてさらなる小笠原ブランド価値向上
に向け，私たちのまとめたこのレポートが多少な
りともお役にたてるようなら，とても嬉しい。
．小笠原ってどんなところ？
小笠原諸島は，180の島々からなる諸島である。
現在一般の人が住んでいるのは父島と母島のみで
あり，約2500人が生活を送っている。この他に硫
黄島に自衛隊員などが400人，同じく南鳥島に数
十人の自衛隊員が駐屯しているが，どちらの島に
も一般の人の入島は認められていない。小笠原諸
島へ行く交通手段は，東京の竹芝から出ている
日に便の「おがさわら丸」だけであり，片道25
時間半かかる。おがさわら丸では，貨物も運搬さ
れているため，島民の生活には欠かせない船とな
っている。父島から母島へは，日〜往復し
ている「ははじま丸」で移動をする。
内地と小笠原を結ぶ唯一の交通手段である，
おがさわら丸（総トン数は6700トン，定員760名）。
父島と母島を結ぶははじま丸（490トン）。所要時間
は時間10分。日〜便で運航している
）自然が作り上げた島
小笠原諸島は，大陸と地続きだったことがない
海洋島である。およそ5000万年前からの火山活動
により，島が形成され，100万年ほど前に現在の
形になった。そのため，人間が移り住むまで，小
笠原諸島には鳥しか住んでいなかった。哺乳類も
爬虫類ももちろん肉食獣も生息していなかった。
小笠原にあるすべての動植物は波や鳥の翼，風に
よって運ばれてきており，2300年に種というペ
ースで種が増加しつつ，小笠原諸島独自の生態系
を作り上げてきた。しかし，人間が小笠原諸島に
上陸以降は，およそ年に種のスピードで動植
物が増え続けている。
小笠原諸島の平均気温は冬でも18度である。暑
くもなく寒くもなく過ごしやすい気候だ。一方で，
夏の平均気温は28度だが木陰にいると涼しく，都
内のようなジメジメした暑さではない。初夏から
秋にかけてモンスーンのような雨季を感じること
があるが，過ごしやすい環境である。このような
暖かい気候のため，小笠原での海開きは月日
であり，年を通して海のレジャーを楽しむこと
が出来る。また，小笠原海域ではイルカが多く生
息するため，年中イルカと一緒に泳ぐことが可
能だ。12月〜月にはザトウクジラ，沖合には年
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を通じてマッコウクジラが回遊する。島からはも
ちろん，島へ向かうおがさわら丸からもホエール
ウォッチングを楽しむことが出来る。このように
多くの自然と共存出来ているのも小笠原諸島の特
徴のつだろう。
）東洋のガラパゴス小笠原
前述で述べたような独自の生態系を作り上げて
きた小笠原諸島は，ここでしかでしか見られない
固有種が多く存在する。植物は約160種，昆虫類
は約280種になる。中でもカタツムリの仲間であ
る陸産貝類は，島内に生息する106種のうち100種
が島の固有種である。しかし，人間が本島から持
ち込んだ外来種が小笠原諸島で繁殖し，絶滅危惧
種に指定されている植物や昆虫もある。例として
挙げられるのが，グリーンアノールという種類の
トカゲである。グリーンアノールは，1960年代に
父島にペットとして持ち込まれ，野生化してしま
い島全域に分布を広げている。現在では，総生息
数が数百万匹となり，オガサワラシジミなどの固
有種を多く含む昆虫類に壊滅的被害を与え，地域
によっては地上性の昆虫がほとんど姿を消すに至
っている。このように固有種に深刻な危害を加え
ているため，特に2008年以降にグリーンアノール
の駆除事業には，相当な努力がはらわれてきた。
一方，本家ガラパゴスはどうだろう？小笠原諸
島は，イルカやクジラだけでなく，アオウミガメ
で有名であるエクアドルのガラパゴス諸島はゾウ
ガメが有名である。両者共，本土から1000キロメ
ートル離れた絶海の島々という点ではとても似て
いるが，決定的な違いは，島の大きさである。ガ
ラパゴス諸島は陸地面積が沖縄の6.5倍あり，小
笠原諸島と比べると130倍。特に大きなつの島
に万8000人が住み着き，空港がつある。その
ため，世界遺産としては危機的状況が続いている
が，外国人観光客の管理に関しては相当徹底した
コントロールが行われている。そのつとして，
環境保全分担金名目で，人あたり100ドルの入
島税を観光客は支払わなければならないなどの方
策がとられている（倉田，1993；東京農大小笠原
100の素顔編集員会，2004）。
．小笠原の歴史を紐解く
16世紀末頃の大航海時代，スペインのメキシコ
からフィリピンを結んだ航海記録の中にロス・ボ
ルカネスとして小笠原は登場する。180年前の小
笠原は無人島であり，最初の住民も日本人ではな
かった。ではなぜ，そんな小笠原は現在日本の領
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クジラはこのように間近でみることができるが，
生態保護のため半径100メートル以内には
近づいてはならない
海底まで透き通るボニンブルーと呼ばれる
小笠原の海
土であり「小笠原」という名称になったのだろう
か。
）捕鯨文化と小笠原
19世紀の太平洋は捕鯨船の時代といわれるほど，
捕鯨活動が盛んであった。太平洋の中で特に捕鯨
船が活躍していた海域は，ハワイ，ニュージーラ
ンド，日本沖近海というカ所とされている。中
でも日本列島の北から沖縄までと小笠原を結ぶ三
角形の海域はジャパングラウンドと言われ，欧米
の捕鯨船団に人気が高かった。19世紀初頭，捕鯨
をおこなっていた船乗りから，ハワイにいた人々
が無人島だった小笠原の話を聞きつける。そして，
人の白人がハワイ住民など男女20人を引き連れ
1830年にやってきた。これが無人島だった小笠原
に人が移住し始めた最初である（石原，2007）。
）日本と小笠原
1670年にはじめて小笠原が日本史に登場する。
阿波のみかん船がここに漂着し，後に江戸幕府に
報告した。この報告を受けた幕府は1675年に「無
人島」の探索を行う。この時幕府は小笠原を「ぶ
にんしま」と命名した。
欧米の地図には，いまだなお小笠原を Bonin
Island と書かれているものもあったりする。これ
は，当時長崎にいたオランダ商館の医師が「ぶに
んしま」をヨーロッパに紹介したため，その後に
ボニン・アイランドとして欧米の地図に記載され
るようになったからだという。
小笠原という名前は「家康の家来であった小笠
原貞頼が家康の命により1593年に発見し命名し
た」という申し立てを，その子孫が17世紀後半に
なって幕府に訴え出たといういきさつによってい
る。しかしこれは根拠がないものとして処断され
た。だが，幕末になって日本の周辺が騒がしくな
ると，幕府はこれを外国に対する日本領有の根拠
として利用した。
1853年ペリーは江戸を訪れる前に沖縄を訪れ，
そこから小笠原に往復している。幕府はその後，
ペリーが書いた「日本遠征記」の中でボニン・ア
イランドのことに触れているのを発見，大慌てで
「小笠原は我が国の領土だ」と上記の理由を根拠
に主張し始めた。
当時のアメリカは南北戦争で忙しく小笠原への
執着はそこまでなかったため，日本にとっては好
都合となった。そして1876年に明治維新政府は正
式に小笠原の領有を世界に向け宣言した（ロング，
2006）。
当時の明治政府の調査によると，小笠原の住人
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18世紀から19世紀にかけての太平洋における捕鯨活
動の様子
小笠原ビジターセンター提供
当時の学校教育の様子
小笠原ビジターセンター提供
は14戸71人で，内訳はハワイ10人，英国
人，ス
ペイン人，ドイツ人，フランスとポルトガル
各人，その他人，日本人女性が人，そして
小笠原で生まれた子供たちが37人もいたと記録さ
れている。この記録をみると，いかに多くの国と
文化の人が太平洋海域に集まって，交わり合って
いるのがわかり大変面白い。そんな当時，小笠原
では Pacific English やボニン・クレオールと名付
けられた混成英語が話されており，20種近い各国
の言葉が話されていたようだ。
明治
（1876）年に日本の領有となった小笠原
に移民として以降内地や八丈島などから人々が急
増する。1880年に開墾地の私有が認められ，いっ
そう移民したいという人が増えたのである。学校
教育も始まったが，当時の教育は日本語・英語の
両方の言葉で行われ，学校における英語教育は明
治末まで続いた。19世紀までに小笠原の人口は
5000人を突破する（硫黄島含む）。ちなみに太平
洋戦争前の1940年の小笠原の総人口は7700人であ
り，うち帰化人は130人ほどであった。
小笠原は気候に恵まれていたこともあり，サト
ウキビ産業やバナナやパイナップルなど南の国の
フルーツなどがよく採れ，移民してきた農家にと
っては豊かな収入をもたらしていた（ロング，
2006）。
）太平洋戦争と小笠原
太平洋戦争が始まる前，1920年以降に，山の多
い父島と母島には砲台がつくられ，陸軍や海軍が
多く配置された。
日本敗戦の前年1944年月になって日本軍は，
米軍との闘いで足手まといになるだろうとふみ，
小笠原の一般住民全員を内地に強制疎開させるこ
とを決定，一人あたり個までの手荷物を持って
時間以内に港へ集合という強引な命令を出した。
平坦な硫黄島には軍用滑走路が本も整備され
て，米軍の襲来に備えたのである。そして，1945
年月の硫黄島における米軍上陸作戦の末，日本
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トロピカルフルーツを持つ，戦前の小笠原の少年・
少女たち
小笠原ビジターセンター提供 いまだに小笠原各地の山中に残されている
第二次大戦当時の大砲
毎年少しずつ錆びつき，朽ち果ててゆく戦跡
軍は万9900人が戦死し，生還できたのはわずか
1033人にすぎなかった。
1945年，日本が敗退すると米軍は小笠原を占領
し，日本語の使用は禁止になり，教育も英語に変
わったのである。
1968年，戦後23年がたった時，小笠原は日本に
返還された。戦前まで耕されていた農地は，ただ
のジャングルに戻ってしまっていた。当時の日本
は高度経済成長が始まっており，かつての島民は
帰島を許されたものの，厳しい中ようやく落ち着
きはじめた内地の生活を捨てるわけにもいかず，
帰島を選択したのは強制疎開を余儀なくされた全
島民のうちのわずか割未満，600人ほどにすぎ
なかった。
このような経過をたどり，小笠原は23年間もの
歴史空白期を抱えたまま現在に至っている。戦前
からの小笠原住民たちの数はとても少なく，現在
ようやく2500人ほどに増えてきた小笠原住民は，
その多くが1968年以降の移住者によって占められ
ている。
小笠原は世界の中でも特異な歴史を持っている。
例えば，小笠原の人口は最初の100年ほどで300倍
になったこと。そして小笠原の「国語」は，ボニ
ン・クレオール英語以降，日英両語，日本語，英
語，そして1968年以降の日本語と，世紀半の間
に回も変化していることである（東京都小笠原
村，2007；東京農大小笠原100の素顔編集委員会，
2004）。
．小笠原での生活
）産業
パッションフルーツ，レモン，マンゴー，コー
ヒー（日本では沖縄と小笠原のみ）の栽培のほか，
はちみつ，塩，ラム酒の製造も行い，土産のほか
本土にも出荷される。サツマイモやアサガオなど
一部の農産物や植物は本土には存在しない害虫の
移出を防ぐため，諸島外への持ち出しに厳しい制
限がある。
）教育
父島に小笠原村立小笠原小中学校と東京都立小
笠原高等学校，母島に小笠原村立母島小中学校が
あり，初等教育および中等教育の教育機関はっ
ているが，高等教育を受けるために島を離れる子
供は多い。孤島ゆえに教員の数も不足しがちと記
載されている書物もあるが現在のところ定員確保
はされている。NHK学園・放送大学などの通信
教育を積極的に活用するなど質の高い教育を維持
するための模索が続いている。最近，小笠原でも
生涯学習機関設置の要望が高まってきており，ど
のようにすべきか検討している。
）ショッピング
本土からの物資輸送は定期船「おがさわら丸」
入港日に商店に品物が入荷されるため，その直前
は販売品が少ない。小笠原諸島では曜日に関係な
く船の入港日に合わせた活動が行われている事例
があり，船が島に停泊していない（船が東京に戻
り，観光客も大半がいない）日は閉まっている店
舗も少なくない。都では生活必需品に限り運送費
を補助し，価格の安定化を図っている。
物流面の制約からファーストフード店やコンビ
ニエンスストアといった本土によくあるチェーン
店は存在しないが，個人経営の食堂や商店などは
あり，食料品や日用品も販売している。書店単体
はなく，購入できるのは商店で売っているごく限
られた雑誌や書籍のみである。新聞の宅配もなく，
おがさわら丸の入港時に週間分の新聞をまとめ
て商店に並べる。
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父島のメインストリート。スーパー，
役場などもこの通りに立ち並ぶ
道路に埋め込まれた島の固有種が描かれたタイル
島の代表的な固有種であるタコの木。
島の至る所で見ることができる
）郵便・宅配など
郵便局は，父島と母島に局ずつ設置されてい
る。営業時間は特定郵便局と同じ扱いであり，他
の郵便局より短い。ゆうちょ銀行 ATM は小笠
原局と二見港の船客待合所内に設置されている。
宅配便は，自社による宅配便事業を行なってい
るのは，日本郵便（ゆうパック）の社のみであ
る。他の宅配便業者は基本的に小笠原海運を通し
て，地元にある運送会社に連絡運輸（他業者差
込）という形をとっている。なお，「おがさわら
丸」が宅配便を扱う事実上唯一の交通手段になる
ため配達には相応の時間を要する。また，期日指
定が出来ないほか，各社ともクール便の取り扱い
はしていない。
上記の理由により通信販売は制約が生じる場合
がある。ニッセンなど小笠原諸島への取り扱いを
行なっていない業者もあるほか，特に依頼すれば
不可能ではないものの通常の配送体系ではなく島
内の運送会社への連絡運輸になるため高額な別料
金（離島料金）が発生するケースや，別料金にな
ることを断わった上で通常の契約業者ではなくゆ
うパックで発送するケースもある。また，商品の
発送については代金引換の対応を行われない場合
や銀行振込による代金先払いを要請する業者もあ
るという。
）通信
携帯電話は1999年から父島と母島の一部で
NTTドコモの音声通話のみ使えるようになった
が，当初は i-mode が使えなかった。FOMA は
2006年月	日より FOMAプラスエリアとして
父島と母島の一部地域で使えるようになり，
mova では利用出来なかった i-mode とデータ通
信も含め，FOMA の全サービスを利用出来るよ
うになった。利用可能機種は FOMAプラスエリ
ア対応機種に限られる。
KDDI の au は2007年月末までに父島の一部
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地域からサービスを開始し，EZweb も利用可能。
母島は2012年月よりサービスを開始した。
ソフトバンクモバイルは2011年
月日に父島，
2011年11月上旬には母島にて Gハイスピード
のサービスを開始した。
．アンケート調査結果
）アンケートの概要
私たちは月24日〜月日までの行程で小笠
原に行き，アンケート調査を行った。おがさわら
丸の船内で往路と帰路とアンケートを取り，観光
客の意見を頂いた。往路と帰路でアンケート調査
を行うことにより，観光客の小笠原への期待と満
足を，比較できるだろうという狙いである。また，
父島，母島では全戸を回り，島民の意見を聞かせ
ていただくことができた。結果全体のアンケート
総数は1304枚。36％という回収率を出すことが出
来た。内訳・小笠原の人口は以下のとおりである。
小笠原の人口総数（2013年月日現在）
父島 2030人
母島 479人
合計 2509人
アンケート回収数
男 女 無記名 計 回収率
父島 334 271 0 605 30％
母島 81 71 8 160 32％
往路 107 96 0 203 ※40％
帰路 196 120 20 336 ※41％
※数字は往路と帰路の乗客総数に対する回収率
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アンケート結果（） 往路の観光客から見た小笠原（有効回答203）
Q ご職業は？
??
???
????
???
???
??
???
??
???
???
???
?? 20代が非常に多く，その中でも「学生」が一
番多い。「学生」は部活やサークルで農業実
習に来ていることが多かった。回答の多くを
占めたのは60代の男性。「無職」「会社員」
「自営業」「公務員」など様々であった。
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Q ご旅行の目的は？
???
??
??
???
??
???
「観光」として小笠原に来る人が主であった。
30・40代は，「仕事」として渡航された方が
多い。
Q ご旅行の形態は？
?????
?????
??
???
????
???
「パッケージ旅行」「個人旅行」の割合はほと
んど同じである。しかし，若干「パッケージ
旅行」を利用するが多く，初めての小笠原旅
行ということで旅行会社のプランに参加する
方が多いと考えられる。
※パッケージ旅行者の詳細
???
???
???
???
???
??
上記の半数以上を占めた「パッケージ旅行」
は，「個人型旅行」が若干多く，「団体型旅
行」が少ないという結果になった。
Q 同行者は？
???
??
??
???
???
???
??
???
主な回答は〜10人の「友人」同士での旅行
である。「人旅」「家族旅行」の割合はほぼ
同等であり，「人旅」の主な理由は仕事，
という回答であった。
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Q 小笠原への旅行は何度目になりますか？
???
???
???
???
???? ?
????
??? 約	割が「初めて」である。しかし，「それ
以上」の回答の中には，	回目，10回目，50
回目という方もいた。
Q 小笠原に行こうと決められた原因は？（複数選択可）
??
??
???
???
??
???
????
??
???
??
???
???
???
???
????
???
主な回答は「友人から」の誘い，30・40代の
仕事という回答だが，「テレビ」「雑誌」「ネ
ット」による影響からも多く，メディアによ
る影響が非常に強いことがわかった。中には
「以前から注目し，時間ができたので行くこ
とに決めた」という方も複数いた。
Q 今回のご旅行は世界遺産登録ニュースがきっかけですか？
?????
??
???
???
???
小笠原に行ったのは世界遺産登録がきっかけ
ではない，という回答が多くあった。その内
訳は主には，10・20代の学生が農業実習とし
て，30・40代が仕事，60代が友人の誘いだっ
た。しかし，実際には世界遺産登録のニュー
スなど，メディアによる影響が強くあったよ
うに思われる。
Q	 小笠原の何に魅力を感じましたか？
????
???
?????
???
???
??
?????
???
?????
??
??
??
???
??
??
??
??
???
??
??
??
?? 主な回答は「海洋自然」「鯨やイルカ」に魅
力を感じたという回答。その次に「ハイキン
グ」の回答の割合が多く，全体からみると，
やはり小笠原の自然に魅力を感じているよう
だ。
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Q
 今回のご旅行日数は何日ですか？
???
???
????
???
????
???
「日間」が多い。「12日間」「それ以上」の
回答に大きな差はなく，「それ以上」の回答
の中には20日間，カ月という回答が多かっ
た。
Q10 父島・母島，どちらに行かれますか？
??
?????
??
???
??
????
???
「父島だけ」の回答がほとんどだった。「どち
らも」の母島・父島両方は日間の旅行日数
が多く，短い期間で存分に小笠原諸島を楽し
もうという方が多いことがわかった。
Q11 小笠原への旅行日数は最短で日間，その次は12日間，それ以上という選択肢しか存在しません
が，その旅行日数についてはどう思いますか？
???
???
???
??
????
???
????
???
金銭面・時間を含め日間以上は旅行できな
いが約30％を占めたが，「12日間」「それ以
上」を希望するが多く，長期滞在に魅力を感
じている人が多いことがわかる。
12日間以上を志向するが割もいたというこ
とは今後についての大きな可能性を感じさせ
る。
Q12 小笠原への船舶についてのイメージをお答えください
???
???
????
??
???
??
???
???
??
???
約割の方が「楽しみ」と回答している。し
かし，次に多い回答は「船酔いが心配」とい
う回答で，25時間半かかる渡航に少なからず
不安はあるようだ。「退屈」と感じる方もい
たが，多くは25時間半もの時間をかけて行く
ことに意味があると感じている。
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Q13 小笠原への船賃はどう思いますか？
??
??
???? ?
??
???
??
???
上記でも述べたように，飛行機では行けず，
船で時間をかけていくということに意味があ
ると考える方も多く，「妥当」という回答が
半数以上を占めた。しかし，中には船賃が往
復最低万ほどかかるということに「高い」
と感じる方も割ほど占めた。
Q14 飛行機は必要だと思いますか？
???? ?
??
???
???
???
上記に述べたように，25時間という長い時間
をかけて渡航することにより魅力を感じるが
多く，「必要ではない」と回答するが半数以
上を占めた。また，「はい」は約割を占め
た。
Q15 今回のご旅行の総予算はお一人おいくらですか？
???
???
???
???
???
???
??
??
??
??
主な回答として，「約10万円」が多く，日
間の旅行が多かった原因のつであるといえ
る。「約30万円」も若干名いた。おそらく12
日間以上滞在しようとしている方の回答だろ
う，と予想される。
Q16（） 環境保全分担金の導入金について必要だと思いますか？
??
???
??
???
分担金導入の「必要性を感じている」人は	
割以上を占め，分担金として自然・世界遺産
という価値を保護するために，多くの方は小
笠原諸島にお金を渡すことに抵抗がないよう
だ。
Q17 その他，小笠原観光に関するご意見があり
ましたら何なりとお答えください。
《主な意見》
・世界遺産になって観光客が増え，これから色々
問題が発生すると思う。
・屋久島のように入山制限が起きないよう，登録
になった初期から色々検討してほしい。
・人の出入りが激しくなるため，環境破壊，外来
人の侵入の予防など必要。
・船の設備を充実してほしい。
・大浴場がほしい。
・電源を沢山つくってほしい。
・ルールを守っていきたいと思う。
・将来ビジョンの策定と島民の理解，協力が必要
だと思う。
・自然保護が大切である。
・出来るだけ自然を守るために個人個人が認識す
ることが必要だ。
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Q16（） 環境保全分担金はいくらが妥当だと思いますか？
?????
???
?????
???
?????
??
上記から分担金の必要性を多くの方が感じて
いるが，「1000円」と回答する方が最も多か
った。
Q ご職業は？
???? ?
???
???
???
???
???
??????
???
職業は「その他」の割合が高い。その理由と
して，女性のアンケート結果が断然「主婦」
が多かったからである。また，「公務員」は
男性に圧倒的に多かった。
アンケート結果（） 父島・母島両島民から見た小笠原（有効回答757）
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Q 小笠原にどのくらいお住まいですか？
????? ?
???? ?
????
??
????
??
?????
??
?????
???
?????
???
?????
???
????
???
????
???????
???
どの年代もだいたい同じくらいの割合となっ
ている。「年未満」と答えた方は，転勤な
どで小笠原に来たという回答が多く，世界遺
産に登録されたことで左右されて住んだ方は
少ないと考えられる。しかし，45％もが「
年未満」という数字には注目する必要がある。
Q 小笠原にいつまでお住まいですか？
???? ?
??
???
????
??
???????
???
??? ?
?????
??? ???
???
??
???
Q2の質問で20年から30年住んでいる方は，
一生住む予定だという方が多く。20代，30代
の大半は仕事目的で小笠原に住む方々が多か
った。また，女性は配偶者と一緒に小笠原に
来た方が多く，「わからない」という回答が
多い。全体で見ると，世界遺産登録され，住
みやすい小笠原ではあるものの，「わからな
い」と答える方が目立った。
Q 小笠原にお住まいになるきっかけは？
????
??
????
??
????
????
?? ???
????
???
???
???
????
???
?????
???
アンケートを多くの公務員の方々にお願いし
たため，「仕事でやむなく」という回答が一
番多い結果となった。また女性の場合，「配
偶者の方にと一緒に」ということが多いこと
も分かった。ここから，小笠原出身の方より
も最近移住してきた方が多いということが読
み取れる。
Q 小笠原の何が一番好きですか？
《主な意見》・自然：海，空。
豊かな自然。
イルカ，クジラ。
固有種が多い。
・人：人ののんきさ。
小さなコミュニティでの人と
のかかわり。
・生活：あたたかいところ。
子育てに最適なところ。
全部，ほどよく不便。
・住んでいる人にしかわからないすべて。
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Q 小笠原が世界遺産に登録されてよかったですか？
???
??
??
???
???
???
???
??
???
「はい」の理由には，観光客が増えて活気が
戻ってきた，村の収入が増えるから，多くの
人に知られたなどが挙げられた。「いいえ」
の理由には，質の悪い観光客だけ増える，人
が多すぎる，船が混むなどが挙げられた。ま
た，「どちらでもない」の理由には，観光客
が増えたことにより環境問題への意識が高ま
ることや，輸送の面で今後に期待，という意
見もあった。
Q 年間の観光客数はどの程度が望ましいですか？
???
???
???
???
???
??
?????
??
????
??
??? ???
???
現在の年間観光客数は万人であるのに比べ，
島民の半数以上が「万人」または「それ以
下」が望ましいという意見が全体の70％を占
めている。このことから，島民は観光客の増
加は望んではいないということが読み取れる。
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Q	 小笠原への外国人観光客についてどう思いますか？
?????
???
????
??
?????
???
???? ?
「どちらでもない」と答えた方が半数以上と
いう結果から，観光客の増加をそれほど積極
的に望んでいるわけではないことがわかる。
しかし，「ぜひ誘致を」という回答が35％も
あるということは今後のインバウンド政策推
進には心強い。
Q
 島民にとっておがさわら丸の船賃はどう思いますか？
??
??
??
???
??
???
???? ?
本土に行くための唯一の交通手段である島民
でさえも「高い」と答えている方が多く，本
土との行き来は，なかなか気軽にできない。
Q10 観光客が増えることで心配なことはありますか？
???
??
??
???
??
???
主なコメント
・環境の悪化（会社勤務）
・自然破壊（公務員）
・ゴミのポイ捨てや落書きが増える（公務員)
・病院問題（自営業）
・食糧不足（30代男性）
・夜の騒音（40代男性）
・定期船が混み合う（40代男性）
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Q11（） 環境保全分担金制度導入についてどう思いますか？
??
???
???
???
???
???
約70％が「必要」と答えた。しかし，「不必
要」と答えも少なくない。「不必要」と答え
た方のコメントは以下の通りである。
・元々の旅費が高いのにプラスでお金をとれ
ない
・有効に活用されないのではないか
Q11（） 環境保全分担金はいくらが妥当ですか？
?????
???
???????
??
?????
???
?????
???
???
?? 「必要」の答えの中でも「1000円」と回答が
半数であった。また，「3000円以上」が48％
と約半数いることがわかる。
Q12 小笠原カントリーコードはご存知ですか？
??
???
???
???
???
?? カントリーコードという名称を知らない方は
多いが，内容を知っているという方は多かっ
た。観光客だけではなく島民にもカントリー
コードの名称を含め，完全に理解する必要が
ある。
Q13 国や都，村に対して望む政策はあります
か？（島民）
《主な意見》
［国に対して］
・しっかりと保全対策。
・世界遺産登録後のフォロー。
・交通手段の充実。
・村人対象の船の料金の値下げ。
・交通アクセスの改善。
・自衛隊，米軍の練習地としない。
・飛行機を飛ばす。
・世界遺産をやめてもらいたい。
・船の増加。
・飛行機，医療の充実。
［都に対して］
・都レンジャー制度の廃止。
・カントリーコードの徹底。
・船を週間に便にしてほしい。
・村民の住環境の改善。
・はは島丸の運行スケジュールの改善。
・島のために誠意を持って仕事をしてくれる人を
送ってほしい。
・沖の鳥島の国土としての価値にとらわれすぎて
いるのではないか。
・都庁の職員がえらそうにしていて感じが悪い。
・自然を守る都レンジャーなどの職担当を増員。
［すべてに対して］
・観光客への対応改善。
・島での出産可能へ。
・島までのアクセス時間の短縮化。
・船の対応。
・島民のための政策。
・もっと小笠原に真剣に，母島に関心をもってほ
しい。
・船以外のアクセスを便利に。
・船だけでなく交通面の充実してほしい。
・東港を使用可能にしてほしい。
Q14 世界遺産観光地・小笠原に欠けているもの
はありますか？（島民）
《主な意見》
・空港。
・小笠原へのアクセス。
・世界遺産観光地としての個々の意識。儲かれば
良いといういやらしさを感じる。
・娯楽施設，宿泊施設，地産の食事，カルチャー
する場所，食料，商品，金，観光の目玉。
・村民への配慮。島民の意識。島民が，自然が世
界遺産級だという自覚がない。
・ガイドや宿の人の客の人数が多くなった時の対
応策。
・自立心，向上心，自尊心。
・宿泊施設の質。
・観光地としてのアピール。
・「お客様目線」が不足していると思うが，それ
重視となりすぎると内地の観光地と変わらなく
なる可能性もあるのではないか。
・世界遺産を守ることと，観光がマッチしていな
い。
・世界遺産への説明。
・人が増えれば良いと考える事を改める心。
・海，台風，雨天時の対策。
・南崎などにトイレがないので不便。
・一次産業・サービス業に対して勉強不足である。
・島をどうするという明確なコンセプトがない。
・父島ばかり儲かって，母島があまりにもないが
しろにされている。
・父島と母島の交流。
・特産品（土産物）の種類が少ない，クオリティ
ーが低い。
・今のままの母島が好きで住んでいるので今のま
まがいい。
・世界遺産＝観光地なのだろうか。
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Q15 その他，小笠原についての意見 （島民）
《主な意見》
・小笠原諸島の有している200海里を利用出来た
ら良い。
・観光客に食わせてもらおうと思っていたら将来
はジリ貧。小さな南の島に住む幸せを忘れない
で内地と同じ価値観で判断しない。自給率を上
げて観光客が来なくても生きてゆける様にする。
金は無いが必要な物もなく満ち足りて内地の大
地から切り離された人達から見たら腹が立つぐ
らいの圧倒的な幸せを目指す。
・ブームが早く終わって静かになってほしい。
・基幹産業のひとつとして着実な振興，背のびを
しない発展を切に望んでいる。
・世界遺産登録以来マスコミがあまりにもあおり
過ぎた結果，とりあえず行ってみようか程度の
来島者が増え，やはり自然と島民の心がはたし
て保たれるのか不安。
・母島でゆっくり暮らしたいと思い移住してきた。
知識のない人が増えているのが少し残念。本当
に自然を守りたいのならば，人をいれないのが
一番。父島の方がとのさま商業になっている。
（泊だと泊めない。観光関係の人が天狗にな
っている）。個人的に本当に来たい人や小笠原
のことを本当にいきたいと思っている人に来て
ほしい。
・店側が商品の量を把握。一度東京に行くとカ
月はいる。父島と母島では違う，父島は都会。
飛行機は必要。葬式に出られない。仕事がなく
なると内地に帰る。母島は変わらない。島民が
思う，父島が泊まる。母島は日帰り。船が高い。
・母島人ですが，竹芝出船時にすでに母島への切
符が売れないとの放送を繰りかえしているが，
これではますます父，母両島の差が出る。客は，
父島でのゴチャゴチャにうんざりし，母島に来
てやっと小笠原らしい所へ来たと感じている状
態。世界中から人が集まる時，そのへんの再検
討が必要と思う。
・行きやすい場所にするべし。硫黄島の飛行場を
使い，硫黄島からヘリコプターなどで父母に行
けば時間も少なく，金額も安く行ける。
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Q ご職業は？
???? ?
??
???
????
???
???
??
???
???
???
??
「学生」が約割を占める。アンケート調査
が月前半に実施されたため，春休みを利用
した大学生が多くなった。
「その他」の24％の多くは主婦である。
アンケート結果（） 帰路の観光客から見た小笠原（有効回答316）
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Q ご旅行の目的は？
???? ?
??
???
???
???
??
???
????
??
??
旅行の目的はやはり「観光」が65％と半数以
上を占めた。「その他」の14％は大学生の研
修や実習，研修が含まれる。
Q ご旅行形態は？
??
???
???
???
????
???
???
???
パッケージ旅行の「団体型」と「個人型」は，
合わせて33％。「自由旅行」は46％と約半数。
小笠原はこの数値から読み取れるように，パ
ッケージ旅行はそれほど多くない。
Q 同行者は？
??
???
??
???
???
???
???
???
「友達」51％の次に，「人旅」19％が多かっ
た。スキューバダイビングなど小笠原ならで
はの，アクティビティを趣味にしているひと
が，来られている傾向がみられる。
Q 小笠原への旅行は何度目になりますか？
????
???
???
??
???
??
????
??
???
?? 小笠原への旅行は「はじめて」であるが76％
と圧倒的に多い。だが，「回以上」のリピ
ーターも多く，「はじめて」か「リピーター」
かの両極端である。
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Q 小笠原に行こうと決められた原因は？（複数選択可）
?????
??
???
???
????
??????????
???
???? ?
????
??
???
???
「新聞・雑誌」「テレビ」「インターネット」
等のメディアの影響よりも，「友人からの口
コミ」の影響力が大きいことがわかる。
Q 今回の旅行は世界遺産登録ニュースがきっかけですか？
??
??? ???
???
???
??? 世界遺産に登録されわずか
カ月後の調査だ
ったが，世界遺産登録のニュースがきっかけ
となった人は少なく，予想外の回答となった。
Q	 小笠原の何に一番魅力を感じましたか？
?
??
??
???
?
???
?
??
???????
??
??
???
??
????
??
????
????
??
???
これは記述式で記入をお願いしたが，すべて
自然に関するものがあげられた。「雰囲気」
「人」「ゆっくり流れる時間」という回答もあ
った。しかし，歴史や建造物はあげられてい
ない。
Q
 小笠原旅行の満足度はどの程度でしたか？
??????
???
?????
???
?????
??
?????
??
???
???????
??
「100％満足」が約割，「80％満足」が割
を超えている。全体的に
割近くが「満足」
という回答は驚異的といえる。
全体の満足度
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観光の満足度 宿泊の満足度
??????
???
???
??
???
?????
???
?????
??
?????
??
?????
??
?????
??
?????
?? ?????
??
個別の満足度数値
??????
???
???
??
???
?????
???
?????
??
?????
??
?????
??
?????
??
?????
??
?????
??
「観光」の満足度は全体の満足度と同様，「100％満足」で半分近く占められているのに対し，「宿」
「食事」「土産」の「100％満足」が，約割にしか満たなかった。ここから，「宿」「食事」「土産」
の面で改善が必要だということが見受けられる。
食事の満足度 土産の満足度
??????
???
?????
????????
???
?????
???
?????
???
?????
??
?????
??
?????
?? ?????
??
??????
???
?????
???
?????
???
?????
???
?????
???
?????
??
?????
??
?????
??
?????
?? ?????
??
Q10 小笠原で不便だと感じた点（コメント）
団体で小笠原に来た人は，昼食をとる場がな
く，なかなか行動がしにくい。一方，個人で
小笠原に来た人は，既にツアーの予約が埋ま
っているなど，旅行行程をつくりづらいよう
だ。
・ 同年代が少ない
・ 交通の便
・ 宿やツアーがとれないとき
・ 昼食をやっているお店が少ない
・ 他にも人が多く，自由に動けない
・ 団体客だと入れない場所が多い
・ 物価が高い
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Q11（） 母島には行きましたか？
??
???
???
???
小笠原に行くには最低日間必要。船中に
泊必要なので，日間では現地泊となる。
観光などに使える日数はわずか日間。この
ため母島までは足が伸びにくい。
Q11（） 母島には何泊しましたか？
??
???
??
???
??
???
???
???
母島に行っても日帰り観光が最も多い結果と
なった。母島には，父島より多くの自然遺産
が存在しているため，もっと時間をかけてみ
る必要がある。
Q12（） また父島に来たいと思いますか？
???
??
???
???
??
???
約	割が「また父島に来たい」と思っている。
「いいえ」と答えた
％のなかの理由には，
船での移動が大変だという意見が含まれる。
Q12（） また母島に来たいと思いますか？
???
??
??
??????
???
無回答が50％もあるため「はい」「いいえ」
の割合が少なくなっている。割合的には，
「父島」も「母島」も同じような比率となる。
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Q13 次回の旅行期間は何日がいいですか？
???
???
????
???
???
??
????
??
???
どの職種の方も，長く滞在したい気持ちはあ
るが休みがとれないということで，「日間」
という回答が多くなった。しかし，ここでも
割が「12日間以上」と回答していることに
注目したい。
Q14 船旅についてどう思いますか？
?????
???
?????
??
?????
???
????
???
????
??
「楽しかった」と回答した方が，46％と予想
外の多さだった。なかには「時間のつぶし方
がわからない」「ラウンジが狭い」などとい
う回答もあげられた。
Q15 小笠原丸の運賃についてどう思いますか？
??
??
??
???
??
???
???? ? 「妥当」「高い」が多い。「安い」と答えたの
はわずか％。
Q16 飛行機便は必要だと思いますか？
??
???
???
???
???
?? 船が苦手な方や，25時間半も内地まで時間が
かかることから，急用時に飛行機が必要とな
るという意見があった。また自然破壊につな
がる，景観をくずしたくないという意見から
「いいえ」が多くなった。
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Q17 今回の旅行の予算はおいくらでしたか？
???
??
???
???
????
???
????
??
????
??
???
???
????
???
「10〜20万」の予算が多かった。最低片道
等万5280円がかかり，往復万560円が最
低必要額となる。しかし，総額として「15万
円以上」との回答が25％をも占めていること
に注目したい。
Q18 小笠原でのボランティア活動がある場合，参加したいですか？
??
??????
???
???
?? 割が「はい」の回答である。「いいえ」と
答えた中には，「行きたいけれど，年齢が」
という意見もあった。
Q19（） 環境保全分担金の導入金について，必要だと思いますか？
??
???
??
???
???
?? 帰路においてもやはり	割近くが「必要」と
回答した。
むしろそうすることが「常識化」していると
みることもできよう。
Q19（） 環境保全分担金はいくらが妥当だと思いますか？
?????
???
?????
???
?????
???
??????
?? この結果から，環境保全分担金は「1000円」
が妥当と答える人が59％と多い。だが，
「3000円」と「5000円」と答える人も36％と，
前向きである。
．アンケート結果からみた小笠原
）島民と観光客のすれ違い
アンケート調査をしていると，観光客増加によ
る影響に対しての不安の声が多くあがった。小笠
原は決して，過疎化・高齢化をむかえている島で
はない。平均年齢も39歳と若く，小中学生もたく
さん住む。「不安はあるか？」という設問には
「ある」と答えた人が76％，「ない」と答えた人が
19％という結果になった。主な不安要素として治
安の維持，環境の変化，ゴミの増加，水の確保，
物資の不足，交通手段の確保，外来種の増加，自
然を守るルールを知らないというものがあがった。
島民側は「自然を守ってほしい」という意見が多
数ある。観光客側も「航空便は必要であると思う
か」という設問時に，自然を壊したくないため，
必要でないという意見が多数あった。「自然を守
りたい」という思いはあるようだが，その手段や
方法がわからないように思える。
小笠原には「カントリーコード」という自然を
守るルールが既にある。このカントリーコードを
知っているのは島民でさえ，わずか33％である。
このカントリーコードを通して，島民，観光客の
思いはつになるのではないかと考える。
）自然保護に対する考察
アンケート調査の結果を見てやはり一番のキー
ポイントは，自然保護だといえる。島民に聞いた
「小笠原の何が一番好きか」という問いにもほと
んどの回答に「自然」が含まれており，観光客に
聞いた「小笠原に魅力に感じること」「小笠原に
行って何が一番良かったか」という問いも「自
然」が一番多く回答されていた。そこで問題にな
ってくるのが，自然保護である。島民が感じる観
光客が増えることでの不安要素に環境破壊という
意見はほとんど入っており，国・都・村に望む政
策にも自然をテーマにした政策を望む声が多かっ
た。小笠原＝自然というイメージが定着され世界
遺産となった今，確実に観光客が増加している。
島民から世界遺産に登録されないほうが良かった
と思われないよう，新たな観光客に対して，自然
に対する様々な対策をしなければならない。また，
観光客には小笠原にボランティアとしていきたい
という声もあがっていた。小笠原のボランティア
ツアーなどが発足されれば，「観光客は環境破壊」
という島民の悪いイメージをくつがえし，今後は
観光客も小笠原の自然を守っていくという良いイ
メージに変化するいい機会となるだろう。自然保
護やボランティアに関する私たちからの提案は
章）・）で詳しく説明する。世界遺産・小笠
原として島民はもちろん世界中の観光客から愛さ
れる島となるためにも今後の自然保護に対する対
策や政策は注目すべきポイントなのである。
）公共交通機関に関して
アンケート調査によれば小笠原の来訪者は10
代・20代が72人，30代24人，40代21人，50代18人，
60代41人，70代人であった。学生は72人という
結果になったが，これは「農業実習」として小笠
原に来航した人で占められており，それらを除け
ば60代の割合が多くを占めていることが分かる。
そして，帰路のアンケート結果から不便に感じ
ている点の中で，①交通の不便さ ②昼食をやっ
ているお店が少ない ③他にも人が多く，自由に
動けない，コメントより「団体で小笠原に来た人
は，昼食をとる場がなく，なかなか行動がしにく
い」「個人で小笠原に来た人は，既にツアーの予
約が埋まっているため行動手段がなく，旅行行程
が組めない」という回答があった。
以上のことから，今後観光客が増加する中で高
齢者の割合も多く占められることが予想されるに
もかかわらず，小笠原諸島の公共交通機関の不便
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さが伺える。世界遺産に登録され，環境問題に対
しても積極的に向き合わなければならないことか
ら，環境にやさしい公共交通機関の改善に取り組
まなければならないだろう。
）小笠原の真の魅力を
観光客に行なったアンケート調査のうち，「小
笠原の魅力は何だと思いましたか」という設問で，
海や山と答えた人が多かった。そのなかにはホエ
ールウォッチングや南島が小笠原の目玉であり，
どちらともインタープリターが必要となる。むし
ろ南島はインタープリターがいなければ，入島が
許されない。この他にも小笠原の魅力は盛りだく
さんである。だけれども小笠原に何十年も住む人
は，「昔はもっと，綺麗だった」と口々にしてい
た。観光客に行なったアンケート調査のうち観光
の満足度が80％以上の人が約	割いて，一見，こ
れで十分ではないかと感じるかもしれない。しか
し，今後の小笠原を考えるとき，現状に満足する
ことなく，更なる満足度の向上を目指す方策を考
えていく必要があるものと思われる。
）旅行日数への変化
小笠原へ行くには日に一度しかないおがさわ
ら丸に乗ることになる。そのため，日間以上と
なると，12日間という日きざみの旅行行程の選
択肢しかない。
上記のように，12日間または12日間以上を希望
する人が24％から69％となり45％も増加したこと
がわかる。このことから，今後小笠原としては
「12日間以上」のツアープロモーションを推進す
ることにより，日間よりずっと大きな満足度の
向上と地域経済の活発化が期待できるであろう。
）小笠原に期待していること，小笠原で魅力
に感じたこと
往路での小笠原に期待することはという質問に
対して多かった回答をつ挙げると，海洋自然，
歴史，ホエールウォッチング，気候，景色である。
やはり，世界自然遺産という事もあり，普段見る
ことができない自然というものに期待を抱く人が
多いようだ。次に，帰路での小笠原で魅力に感じ
たことはという質問に対して多かった回答は，自
然，ホエールウォッチング，ゆったりとした時間，
人，ハイキングである。往路と変わらず，自然と
いう回答が全体としては多かった。小笠原のゆっ
たりとした時間や人柄にも多くが魅力を感じてい
る。このように観光客が実際に訪れ感じた魅力を，
これからも維持し，観光資源として活用していく
必要があると考える。
）個別の満足度，旅行全体の満足度
観光客に対して，満足度を質問したところ，全
体で80％以上満足している人の個別の満足度は，
観光で83％，宿泊で78％，土産で56％，食事で
67％であった。しかし，他の項目と比べてみると，
土産の満足度が少ないように感じる。実際に，土
産屋はそれほど目立ってはいない。日本人は旅行
に行くと必ずと言っていいほど土産を買っていく
ため，土産の売り上げから得られる経済効果は大
きいと考えられる。これからは小笠原ならではの
土産の充実にも力を入れると，もっと小笠原の観
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「旅行前の旅行予定日数｣
日間 76％
12日間 14％
12日間以上 10％
「旅行後の次回の希望旅行日数｣
日間 29％
12日間 45％
12日間以上 24％
光に良い影響を及ぼすのではないだろうか。
また，宿泊施設の満足度は78％とわずかだが
80％に満たなかった。理由として，島で働いてい
る人の多くが公務員であり，それに伴う出張で使
われる宿泊施設が多く見受けられた。そのため素
泊まり数千円という料金設定もあり，いわゆる観
光客用とは言い難いところも多く見られるのが現
状である。
．私たちからの提案
ツーリズムは生き残りをかけた地域間競争の時
代である。各地はそのもてる文化や自然を最大限
に利用しながら，今後他の観光地と競争していか
なければならない。こうした意味で，世界遺産と
して登録された小笠原は，他にはない変わった歴
史や文化・自然に溢れており，よそにはない付加
価値や魅力が十分あるだろう。
しかしながら，世界遺産登録がゴールではない。
今ある自然を活かしながら，最大限に小笠原をよ
り良い観光地として実現するために努力を惜しま
なければならないのである。そこで12日間小笠原
に滞在し，村の方々のご意見を伺い，そこから見
えてきた小笠原の問題を踏まえて，ここでいくつ
かの提案を試みることにする。
）カントリーコードの周知徹底
小笠原のブランド力は「観光客の数」ではない。
あくまで，観光客のむやみな人数の増加は，環境
に対して負荷を増大させてしまう。そこで，エコ
ツーリズムを謳う「カントリーコード」の周知徹
底を提案のつとして挙げたい。以下が小笠原カ
ントリーコードの10条である。
．貴重な小笠原を後世に引き継ぐ
．ゴミは絶対捨てずに，すべて持ち帰る
．歩道をはずれて歩かない
．動植物は採らない，持ち込まない，持ち
帰らない
．動植物に気配りをしながら，ウォッチン
グを楽しむ
．さんご礁等の特殊地形を壊さない
．来島記念などの落書きをしない
	．全島キャンプ禁止となっているので，キ
ャンプはしない

．移動は，できるだけ自分のエネルギーを
使う
10．水を大切にし，トイレなど公共施設をき
れいに使う
以上のルールが「小笠原を訪れるみんなのルー
ル」として島内に看板で設置されている。しかし
ながら，アンケート調査で「小笠原カントリーコ
ードを知っているか」という調査を行ったところ，
周知徹底されていないのが現状であった。島民の
方にも同じ調査を行ったが，カントリーコードと
して周知されているのではなく，「あぁ，あの看
板のことね」というようにしっかりと理解がされ
ていない。
そこで，我々は小笠原を訪れるための最低限の
ルールとして，観光客に対する「カントリーコー
ドの周知徹底」をあげる。具体的方法として，
「船内でのビラ配り」「ポスター掲示」「映像放映」
「各旅行会社の責任義務」を挙げる。小笠原に向
かう船中は何度もいうが25時間半かかる。その時
間をカントリーコード周知徹底の時間として有効
活用する。船内でのビラ配りや，ポスターの掲示，
また映像放映等を通じ，島に入るまでに事前にル
ールを知っていてもらいたい。また旅行会社の責
任も同様である。旅行会社が小笠原をツアーとし
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て販売する際にきちんとした事前説明がなされる
ことにより，観光客も島に対する環境保全へ意識
がもっとはっきり意識することができよう。
）環境保全分担金の導入
環境保全分担金導入制度とは，上記にあるよう
に持続可能な観光地経営のために，島民を除いた
訪問者から協力を要請し，入島料を支払ってもら
うという制度である。今ある自然を活かしながら，
世界遺産である小笠原を今後も守っていかなけれ
ばならないというような十分な説明を行うことで，
訪問客からの理解は得られるにちがいない。
今回我々が，環境保全分担金を導入しようと決
めた理由として，-）からわかるように大き
な数字が結果としてあがってきた。島民の割合が
訪問客より若干低いのは，「高い船賃を払ってま
で小笠原に来てもらっているのに，また島にお金
を払ってもらうのは申し訳ない」「分担金制度を
導入したら客が来なくなるのではないか」という
心配や不安の声があげられていたためであろう。
しかしながら，今ある小笠原を守り，最大限に小
笠原をアピールしていくためには，この制度の導
入はベースとして欠かせない。訪問客の82％とい
う大きな数字がこの制度の導入に賛成している。
つまり，払う側は既にお金を払うという準備が整
っているといっても過言ではない。
さらに，分担金の金額についてだが，アンケー
ト調査で「1000円を希望」する観光客が25％，島
民が54％，「3000円を希望」する観光客が41％，
島民が21％という結果がでた。私たちは小笠原の
訪問そのものが，ある種の環境教育の提案が出来
る，もはや自然観光資源はタダの時代ではないと
いう大方の認識にかんがみ，観光客人あたり
3000円程度の環境保全分担金の導入を提案する。
分担金導入制度はまだ日本ではあまり普及して
いない制度ではあるが，世界では先行例がいくつ
もある。オーストラリアのロードハウ島，シンガ
ポールの南に位置するセントーサ島，イタリアの
西部に位置するカプリ島，エクアドルの西にある
ガラパゴス諸島そのほか。ちなみに，ガラパゴス
諸島では人あたり100USドルを，観光客から徴
収している。
上記で述べたように，観光客人あたり3000円
の分担金を頂くと，年間およそ万人の観光客が
島に来た場合，約6000万円の金額を得ることが出
来る。この分担金の使い道としては，思いつくま
までも外来種の駆除，固有種の保全，ボニンバス
のシステム改革，海岸線の清掃など，相当な項目
があげられる。
ホスピタリティ・マネジメント Vol. 5 No. 1 2014年月
152
母島観光ガイドさんによる生態系保護地域の説明
母島最高峰乳房山（462.6ｍ）でのハイキング
）外来種の駆除・固有種の保全
小笠原は，独自に進化を続けてきた様々な動植
物が多く存在する固有種の宝庫である。しかしな
がら，人間が小笠原に定住する際に様々な動植物
も共に導入された。特に，昨今の観光客の増加か
ら靴に種などをつけて島に入ってきてしまうこと
から，それらは本土に比べ面積の小さな小笠原の
生態系に少なからず影響を与えてきた。これらの
外来種は，固有種に直接的だけでなく，間接的に
もその生存を脅かす存在となっている。観光客，
島民双方は，「自然」が最大の魅力と答えている
結果が出ており，また「観光客が増えることで心
配なことは？」と島民の方に調査したところ，
「自然破壊」「環境の悪化」など多くのコメントが
よせられた。上記に加え，観光客は小笠原の魅力
として「海洋・自然」「ハイキング」などを挙げ
ており，その割合は約45％を占めている。
小笠原の動植物の猛威を奮う外来種は平成15
（2003）年の調べでは318種類存在している。中で
もアカギ（薪炭用樹種）は，固有種の生育地を侵
入し，分布を広げている。生命力の強いアカギは
固有種を衰退・枯死させ，どんどんと優占度を高
めている。また，アカガシラカラスバト（固有
種）がエサとする固有種がアカギによって減少す
ることにより，棲息環境が破壊されている現状も
ある。アカガシラカラスバトの保護に関しては，
「ネコ」が最大の脅威にもなっている。世界の野
生保護区，特に鳥類保護の地域では，ネコの飼育
自体を全面的に禁じているところもある。
また，外来種の一例としてグリーンアノールの
侵入が挙げられる。グリーンアノールは，イグア
ナ科に属す体長15センチほど北米産のトカゲであ
る。1960年代に貨物に紛れ込んだか，ペットとし
て持ち込まれて野生化し，父・母の両島では数百
万匹が生息すると推測される。このグリーンアノ
ールは主に昆虫類を捕食としているため，固有種
の中でも現在極めて希少とされるトンボや，現在
絶滅を危惧されるオガサワラシジミなどを消した
際の「主犯格」としてみられている。これらの保
全活動には，島外観光客によるボランティア活動
を組織的に導入することが可能である。特に次の
）も含めて，小笠原観光協会や船会社，各旅行
会社などによる積極的なボランティア活動の，パ
ッケージツアーへの取り組みが可能かと思われる。
）ボニンバスのシステム改革
ボニンバスとは小笠原の唯一の公共交通機関で
ある。タクシーも無論小笠原に存在しない。運行
本数は時間に本程度が現実である。このボニ
世界自然遺産小笠原諸島の現状と未来
153
固有種を守るためのハイキングトレイルの
設定がされている南島
南島には人工の桟橋などが一切ないため，
このような急斜面から上陸する
ンバスをエコカー仕様にし，早朝から夜まで利便
性高く運行させる。そして，個人で車を動かすこ
とを軽減し，環境対応型コミュニティの公共交通
機関を実現することで，小笠原カントリーコード
の第
条を積極的に謳うことも出来るだろう。
）海岸線の清掃
一見，小笠原の海はとても綺麗であるが，海岸
に足を運んでみると海外から行き着いたゴミがた
くさん打ち上げられていた。我々も海岸清掃を行
なったが，ゼミ14人で清掃しても片づけるのにか
なりの時間が必要であった。小笠原の最大の魅力
といってもいい海の美しさを今後も保っていくた
めにはこの制度の導入は欠かせない。
そこで私たちはボランティア活動を，もっと多
くのツアーに組み込むことを提案していきたい。
今回の調査で，観光客に対し「小笠原でのボラン
ティアツアーがあるとしたら参加したいか」とい
う設問をしたところ，48％の方が参加したいと前
向きな姿勢をみせている。島民と観光客がつに
なってボランティア活動を行うことにより，小笠
原のブランド価値を高めるとともに，世界遺産に
ふさわしい地域づくりに貢献することができるは
ずである。
）宿泊施設の改善
民宿を中心とする父島約50件，母島15件の宿泊
施設は，新しい時代に対応するべく用意されてき
たものではない。まず出張公務員，公共事業従業
者のための宿泊施設として用意され，それが少し
ずつ観光客に使用され，今に至るという経緯があ
る。そのため，宿泊料金の設定自体が，公務員の
出張用宿泊費規定を強く意識されている。
村の経済を収入ベースで見てみると，公務員に
よるものが28％で圧倒的比率を占めている。位
はその他を除いて，会社員17％，位が自営業の
16％という結果が出ている。このため，通常観光
用宿泊施設に要求される，ゆとりや開放感・眺
望・くつろぎの空間・快適性などといった諸要因
は軽視され，手ごろな価格や，街中における便利
なロケーションの方が優先されてきた。しかし，
世界遺産に登録されて以降，特にアンケート調査
からも分かるように，団塊世代以上のシニア観光
客が多いということが分かっている。各種観光市
場調査において，団塊世代以上のシニア需要に対
する期待度は相当な高さにある。
しかしながら，小笠原における宿泊施設は，こ
うした市場が求めるものとは一致していない。民
宿におけるサービスや食事提供に関しては，特に
その価格との対比において，評価は得られるもの
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ブタ海岸の清掃活動。わずか半日で
大量のゴミが集まった
小笠原村営ボニンバス
出所：小笠原村ホームページ
の，各施設の立地条件や眺望，ゆとり感において
は，内地の観光客とはとても比較にならないのが
現状である。
したがって今後，特に上記を強く意識した新た
な宿泊施設への投資，眺望重視のリロケーション
やゆとりのある設計，行政による土地の整備や提
案と，それへの住民の合意形成が必要になるであ
ろう。
）土産物の質の向上
上記のとおり，土産物の満足度が56％であり，
他の個別満足度に比べ少ないような結果が得られ
た。
日本各地の有名観光地には必ずと言っていいほ
ど「名物」がある。食べ物では京都の八つ橋や広
島のもみじまんじゅう，工芸品や民芸品では岩手
の南部鉄器や沖縄のシーサーなどその地域ならで
はのその地域で味わい，購入するからこそ意味が
ある土産物が地域のイメージを印象づけている。
だが，小笠原にはそういった「小笠原に行ったら
○○を！」があまり多くない。実際私たちが旅を
通して触れた名物は，ラム・ウミガメ・トマト・
塩・島魚・島レモン・パッションフルーツなどが
ある。例えば，ぶつ切りにした島魚をラムで香り
づけしてソテーし，そこに島でとれたトマトを使
ったトマトソースを加え，島の塩と島レモンでさ
っぱりと味付けしたブイヤベースを各飲食店や宿
のオリジナルでふるまい，そのオリジナルトマト
ソースを売り出す。これなどほんの思いつきの一
例にすぎないが，こういったご当地グルメの要素
も兼ねえた土産物は観光客にうけやすい傾向に
ある。ただ素材そのままの土産物ではなく，何ら
かの手を加えることによる付加価値を高めた土産
物が考えられてもいいのではないかと感じた。
	）観光客増加に伴うゴミの増加や生活用水に
ついて
小笠原を訪れる観光客数は年間でおよそ万
4000人程であったが，世界遺産登録後，およそ
倍に増加したとされている。観光客の増加に伴い
様々な問題が生じてくるが，その中でも深刻なの
がゴミの増加，トイレの問題，そして生活用水の
問題が挙げられる。まず，ゴミの増加についてだ
が，小笠原にはゴミを焼却や埋め立てなど処理を
する施設が存在しないため島で出されたゴミはす
べて本土に送り，東京都の条例に従って処分され
ている。つまり小笠原で出たゴミには運搬費用が
かかる。次にトイレの問題，生活用水の問題につ
いては，「小笠原の生活用水つまり水道水は，す
べて島に貯まった雨水を利用しているため限りが
ある」と住民の方に伺って初めて知った。観光客
の中には「水も限りある資源だ」と意識して節水
できる人もいるかもしれないが，一般的な日本人
にはそういった意識が薄い。ましてや旅先で節水
を心がける人はごくわずかだろう。前述したカン
トリーコードの周知徹底とともに小笠原を訪れる
すべての人が，こういった環境問題を理解する必
要があると考えられる。

）母島への泊以上滞在の推奨および12日間
以上の旅
現在基本となっているは，クルーズ日間の
旅行形態である。日間の旅で島に滞在出来るの
はたったの日間しかない。この日間で出来る
ことは限られており，小笠原ならではの「ゆった
りとした時間の流れ」を感じる間もない。だが，
旅行期間をクルーズ12日間にすると，滞在日数
は倍に増える。
泊という長い期間を使って母
島と父島の両方にいくことが可能となる。日間
のツアーのほとんどは父島のみの宿泊が主流であ
る。アンケート調査からも観光客の71％が今回の
旅行で「母島に訪れなかった」という結果が得ら
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れた。母島は世界遺産登録地域が父島よりも多く，
小笠原ならではの手つかずの自然が残されている。
それだけ時間をかけてみる価値がある場所だ。し
かし，日間では，母島に行く十分な時間がとり
にくい。日帰りツアーが主流となってしまうと，
母島の宿の経営は苦しくなる一方である。
12日間の旅によって生まれるメリットは他にも
存在する。まず，天候リスクの分散。泊日で
は，日とも悪天候に見舞われ小笠原の自然を楽
しめない可能性が高い。だが，
日間連続悪天候
続きということは，まず考えられないので，そう
いった天候による不安やリスクが解消されるだろ
う。つ目に船内時間比率の低下というメリット
がある。日間の旅において船中での時間は旅行
の40％を占めているが，12日間の旅ではそれが
17％になる。実際に船に乗る時間は変わらないが，
旅行全体に対するマイナス要因になりやすい船内
時間の比率が低くなることから，現地での時間や
思い出が観光客の心理により大きな比重を占める
であろう。
そしてなにより最大のメリットは顧客による消
費金額の増加である。旅行先における滞在時間と
消費金額は比例する。小笠原にとって望ましいこ
とは，単に観光客数が増加することではない。よ
りよい体験と，より高い旅行の満足度を得て，そ
れが将来のリピートにつながることである。
内地に戻る帰路の船内で観光客にアンケート調
査をした結果，時間がとれないからという理由が
あるにも関わらず，40％もの観光客が12日間以上
の旅行期間を望むという結果が得られた。12日間
の旅行を提案したとしても，十分な需要を見込め
ることが明白である。また，旅行予算のアンケー
ト調査からは，「10万〜14万」と答える方が37％
という結果が得られ，一番高い割合であった。15
万円以上の予算を見込み，小笠原諸島へ観光に訪
れた方が全体の45％と約半数の観光客がいる。10
万円以上をかけて小笠原を訪れたいと思う観光客
が，82％もいるのである。つまり，観光客は低予
算で小笠原に訪れようと思っているのでなく，あ
る程度高額な予算を掛けてもいいと考えている。
なかでも30万円の予算を考える方が％いたのが
印象的であった。このような結果からして12日間
の旅行を堂々と小笠原は主張できると，私たちは
考えている。
10）生活航路から快適航路へ
現在のおがさわら丸は貨客船であり，小笠原に
暮らす人たちにとっての唯一の生命線，生活航路
として重責を担っている。しかしながら，全乗客
に占める島民の比率は人数ベースで15％ほどであ
り，今後観光客視点から見て，より満足度の高い，
快適な船内設備とサービスは必要不可欠ではない
かと感じる。観光客に向けた往路船中の「小笠原
への船舶についてのイメージをお答えください」，
および復路船中で「船旅について」のアンケート
調査を行なった結果，「楽しみ」44％，「楽しかっ
た」46％という好印象を持つ観光客がそれぞれ全
体のおよそ割を示す結果が得られた。しかしな
がら，負の印象として，往路アンケートから「退
屈」11％，「船酔いの心配」29％とこちらもおよ
そ割の割合が印象として挙げられていた。また，
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おがさわら丸の等船室。このようにスペースはせ
まく，プライバシーもない。就寝時には毛布と枕を
つかう
帰路での調査でも，「つまらなかった」
％，「船
酔いした」30％，「期待以下」％と負の要因が
こちらもおよそ割の結果が得られた。
この結果から読み取ることができるように，観
光客は片道25時間半を船中で過ごすことに約半数
がつまらない，船酔いが心配というような負の印
象を持つ人が多いことが分かる。小笠原海運は，
経営の軸足をはっきりと「観光市場」に移しなお
し，マーケティング計画を組みなおすことが求め
られるべきであろう。
そこで私たちは，プライバシー空間の確保と，
パブリックスペースの拡大を推奨したい。プライ
バシー空間の確保として，人ひとつのベッド，
人部屋，または小グループでの一部屋利用のよ
うなプライバシー確保をしっかりさせる。現状で
は，定員の約	割がごろ寝，等客室といえども，
混雑時は他人と相部屋になってしまう。観光航路
として，プライバシーおよび快適な空間を確保す
ることが，顧客満足向上のきっかけになると思う。
また，パブリックスペースの拡大についてだが，
現在船内でゆったりくつろげるスペースがほとん
どなく，カフェテリアのメニューは単一，味も大
した印象はない。これがアンケート調査での退屈
という印象が出てきてしまう要因である。せめて，
観光客を前提とした品え，サービス，雰囲気，
船内でのアクティビティが必要である。各種イベ
ントや自然に関するレクチャープログラムなど，
多くのアイディアがもっと考えられるべきであろ
う。
おわりに
この小笠原研究においては，船酔いに苦労させ
られた。25時間半という長旅であったおがさわら
丸では意外にも船酔いに苦しんだのは数人であっ
たが，行きのははじま丸乗船時はちょうど海が荒
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父島南端の断崖ハートロック。
正面にハート型の崩れが見てとれる
世界自然遺産エリアの目玉，南島での記念撮影
小笠原ならではの感動的な「おがさわら丸」見送り。
島のボートが総出で「帰ってこいよ〜」と手を振る
れていたようで，全員が船酔いに苦しみ，畳半
ほどの狭いスペースに14人でぎゅうぎゅうになっ
て寝て行ったのがとても記憶に残っている。船酔
いは，小笠原諸島に訪れる際には切っても切り離
せない関係なのだということを，身をもって感じ
た。
また，アンケート調査は小笠原諸島では初めて
の試みだったため，私たち自身もそして島民の方
たちも戸惑いがあった。特に母島は，私たちのよ
うな学生が訪れることもあまりないことから，私
たちを受け入れてもらうのに時間がかかってしま
った。私たちも島民の方とどう距離感をとればい
いかわからなかったのだ。父島では母島での経験
を生かし，いくらかスムーズに調査を進めること
ができたが，意外にも集合住宅地でのアンケート
数を稼ぐことができなかったのが残念だった。原
因として，平日の日中にアンケート調査をしたこ
とや仕事で不在の自宅が半数を占めていたことが
上げられるのではないだろうか。しかし，ご親切
にもお宅に上げていただき，小笠原について多く
のお話をしていただいたり，フルーツを沢山いた
だいたり，と島民の方々のあたたかさをとても感
じることができた。
以上のように，船酔いとアンケートについては
辛い思い出でもあるが，今振り返ってみるといい
経験となっている。この研究を通してゼミの結束
も高めることができたと思う。
小笠原は，「世界遺産」「エコツーリズム」によ
って新しい時代が始まろうとしている。小笠原へ
の距離や時間はマイナス要因ではなく，むしろそ
れが小笠原をより魅力的な場所に見せている。そ
してこの小笠原への旅行諸条件によって，小笠原
にとって望ましい客層を選び取ることもできる。
小笠原は決して他の地域を羨む必要も，真似る必
要もなく，小笠原は小笠原独自の観光を作ってい
けばいいのである。そこで私たちは，上記でも述
べたように，10点の提案を推奨する。「カントリ
ーコードの周知徹底」「環境保全分担金の導入」
「外来種の駆除・固有種の保全」「ボニンバスのシ
ステム改革」「海岸線の清掃「ごみ問題について
の理解・改善」で小笠原の最大の魅力である自然
を保護し，「宿泊施設の改善」「土産物の質の向
上」「母島への泊以上滞在の推奨及び12日間以
上の旅」「船旅の改善」によって，観光客の満足
度も高めることが可能となるのだ。日本の人口が
億2000万人なのに対し，小笠原年間観光客数は
わずか万人あまりであり，この人数は日本人口
の0.00025％にしかすぎない。いかに小笠原が潜
在的需要の高い地域であることかがわかる数字で
はないだろうか。
観光の面から見ての小笠原，島民から見ての小
笠原。改めて振り返ってみると，島民と観光客側
の考えの差を少しずつでも埋めていくことが大切
である。観光客を増やすことばかり考えるのでは
なく，小笠原を本当に気に入ってもらえる，また
来たいと思ってもらえるような観光地へとしてい
くことが大切である。
日本の世界自然遺産はまだつしか登録されて
いない。そのつめが自分の住んでいるところな
んて，すごく誇らしい。たしかに離島という少々
不便な環境には不満もでてきてしまうし，不安も
絶えないはずだ。しかし，緊急時には自衛隊の搬
送に頼ることができるという点は，内地における
過疎地と比較しても，そう大きなハンディギャッ
プではないし，大半の住民はそうした条件も承知
で移住してきている。
小笠原に自分たちで行き，自分たちの足で調査
することで，様々な観点から小笠原を見ることが
できた。どの問題も一概に良い，悪いということ
はできないし，どれも難しい問題であるが，観光
客が増えても今の素晴らしい小笠原の環境を保っ
ていってほしい。
行くまでは不安の多かった今回の小笠原研究で
あるが，非常に貴重な体験であり，楽しいことば
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かりであった。こんなに見知らぬ地で見知らぬ人
の家を片端から周るという経験はこれから先もお
そらくないだろう。最初は長すぎると思っていた
が，あっという間であった12日間。準備期間を含
めると約年半におよぶゼミ活動であったが，と
ても短く感じた。まだまだ小笠原について知りた
いことはたくさんある。そして，次に小笠原を訪
れる際にはもっとアクティビティや海を楽しみ，
小笠原をもっともっと満喫したい。日本の人たち，
あるいは外国の方々にも，人生のうちに少なくと
も一度は小笠原を訪れてみてほしい。私たちもも
う一度小笠原に行くことが出来るように頑張りた
い。
おしまいになりましたが，今回の小笠原におけ
るアンケートにご回答いただいた，多くの島民の
方々にあらためて，深く御礼を申し上げます。そ
してフィールドワークに際し，とても親身にご協
力・ご指導いただきました森下一男村長はじめ，
村役場の渋谷正昭さん，杉本重治さん，東京都小
笠原支庁の伊藤康彦さん，小笠原村観光協会の花
里真由美さん，根岸康弘さん，竹澤博隆さん，母
島観光協会の平賀洋子さん，茂木雄二さん，田澤
誠治さん，そして小笠原海運の奥田勝巳さん，東
京諸島観光連盟の上田進さん，そのほかの多くの
方々にも，重ねて御礼申し上げます。本当にあり
がとうございました。
参考文献
石井通則（1967）『小笠原諸島概史：日米交渉を中心とし
て』小笠原協会。
石原俊（2007）『近代日本と小笠原諸島』凡社。
倉田洋二（1993）『小笠原』アボック社出版局。
小野幹夫（1994）『孤島の生物たち：ガラパゴスと小笠原』
岩波書店。
小方昌勝（2000）『国際観光とエコツーリズム』文理閣。
小林天心（2012）「世界自然遺産・小笠原のあるべき観光
振興─エコツーリズム・マネジメントを中心とする諸
提案─」『亜細亜大学経営学部ホスピタリティマネジ
メント学科紀要』第巻第号。
田畑道夫（1993）『小笠原島ゆかりの人々』小笠原村教育
委員会。
ダニエル・ロング（2006）『小笠原学ことはじめ』南方新
社。
東京都小笠原村（1995）『小笠原諸島強制疎開から50周年
記念誌』強制疎開から50周年の集い実行委員会。
東京都小笠原村（2007）『小笠原歴史探訪ガイドブック』
小笠原村産業観光課。
東京農大小笠原100の素顔編集委員会（2004）『小笠原100
の素顔』（），（）東京農大出版会。
田中真二（2012）『歩く日本の世界遺産：屋久島/小笠原諸
島/白神山地/知床/石見銀山/熊野古道/世界遺産候補
富士山』学研パブリッシング。
真坂昭夫（2011）『エコツーリズムを学ぶ人のために』世
界思想社。
待島亮（2003）『小笠原戦跡一覧』創英社・三省堂書店。
三好和義（2011）『世界遺産・小笠原』朝日新聞出版社。
山下渉登（2004）『捕鯨』法政大学出版局。
吉田春生（2003）『エコツーリズムとマス・ツーリズム：
現代観光の実像と課題』大明堂。
ロバート・エルドリッジ（2008）『硫黄島と小笠原をめぐ
る日米関係』南方新社。
「東京・小笠原諸島：無人島に外来トカゲ 自然遺産浸食，
国が非常事態宣言」『毎日新聞』（2013年月27日，中
部朝刊）。
・小笠原村ホームページ http://www.vill.ogasawara.to-
kyo.jp/
・小笠原海運ホームページ http: //www. ogasawara-
kaiun.co.jp/
・小笠原観光協会ホームページ http://www.ogasawara-
mura.com/
世界自然遺産小笠原諸島の現状と未来
159
